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急性期医療を効果的に行うための 
病院建築とは 
◎岡本和彦

オープンダイアローグ＠フィンランド 
行って見て体験して、どうでした？ 
◎下平美智代

WRAPを訪問看護に導入した効果研究 
◎藤田茂治＋小瀬古伸幸

特集1

まるごと1冊「地域化」特集
急性期化と長期入院の廃止という流れに対応するため、ヒントとなる他病院の実践を紹介します。

1．	病院と地域、連携できる仕掛けはもうできている◎望月明広
2．	地域との連携がうまい病院はこんな具体的仕掛けをもっている
	 ＊駒木野病院　　＊西伯病院
	 ＊島根県出雲地域が作成した地域連携パス

3．	�再入院率が低い紀の郷病院の、包括的精神科医療を紹介します
4．	地域化の時代にふさわしい薬の選び方、使い方
	 ＊藤田こころケアセンター桶狭間病院　　＊田宮病院
	 ＊宮城県立精神医療センター

　「訪問看護に半年通っているが、ご本人が訪問看護の必
要性を感じておらず、部屋に入れてくれない。どうしたらいい
んだろう」。こんなケースが訪問看護の事例検討会で提出さ
れたことがあります。私も頭をひねったのですがいいアイディ
アは浮かばず、誰も具体的な経験談は出せず、その場は
「じっくりかかわってみてください。いつか変わるはず」みたい
な結論になってしまったのでした。でも今回の特集で教えて
もらったACTの実践は、別の可能性を見せてくれたように思
うのです。原木を置いて、キノコが生えてきたことが家に入る
きっかけになることもあるし、タコ焼きが好きだという情報か
ら、玄関先でタコ焼きを焼いて、匂いで誘い出して本人が顔
を出してくれるケースもある。不安を与えない、そしてその事物
が本人の興味・関心にバッチリ当たっているならば、案外
“パッ”とダイナミックに場面が展開することもある。それは9月
号の特別記事「バングラデシュ“突撃在宅訪問記”」で向
谷地生良さんが、5年間檻に閉じこめられていた女性を外に
出し、散歩することができた場面にも重なります。 ……石川
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